


こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
今
後
４
年
間
、
市
政
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
 

こ
の
厳
し
い
選
挙
戦
を
通
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
方
の
土
岐
市
改
革
へ
の
熱
い
期

待
を
強
く
感
じ
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
 

私
は
、
こ
の
選
挙
戦
に
お
き
ま
し
て
、

土
岐
市
の
活
性
化
と
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
、
お
約
束
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

わ
が
国
の
経
済
は
、
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」

を
超
え
て
好
況
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
基
幹
産
業
で
あ

る
陶
磁
器
産
業
が
、
中
国
の
猛
烈
な
追
い

上
げ
を
受
け
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
土
岐
市
が
陶
磁
器
産
業

だ
け
の
街
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
極
め

て
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を

持
つ
美
濃
焼
産
業
は
、
土
岐
市
の
原
点
で

あ
り
、
市
民
の
誇
り
で
あ
り
、
文
化
で
あ

り
、
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
力
で
あ
り
ま

す
。
 

今
後
は
、
美
濃
焼
産
業
の
振
興
を
図
り

な
が
ら
、
新
し
い
企
業
を
誘
致
し
、
産
業

の
複
合
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
地
域

活
性
化
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
 

美
濃
焼
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

販
路
開
拓
事
業
へ
の
支
援
、
デ
ザ
イ
ン
研

究
、
後
継
者
の
育
成
、
各
地
域
で
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
、
陶
磁
器
試
験
場

の
充
実
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
産
業

観
光
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
恵
ま
れ

た
立
地
条
件
を
生
か
し
て
、
土
岐
プ
ラ
ズ

マ
・
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
へ
の
誘
致
の
ほ
か
、

現
在
、
市
が
保
有
す
る
未
利
用
の
公
有
地

を
活
用
し
、
誘
致
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
誘
致
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
市
の
姿
勢
が
重
要
で
あ
り
ま
す

の
で
、
立
地
条
件
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
自
ら

先
頭
に
立
っ
て
、
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
商
業
振
興

と
し
て
、
土
岐
市
の
玄
関
と
し
て
、
土
岐

市
駅
周
辺
、
新
土
岐
津
線
の
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

そ
し
て
、
行
財
政
改
革
で
あ
り

ま
す
が
、
今
、
地
方
の
行
財
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
国
、
地
方
と
も

巨
額
の
財
政
赤
字
を
抱
え
、
財
政

再
建
が
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
上
下

水
道
事
業
を
積
極
的
に
進
め
た
結

果
で
は
あ
り
ま
す
が
、
平
成
18
年
度
末
で

4
百
数
十
億
円
の
市
債
残
高
が
あ
り
、
実

質
公
債
費
比
率
も
21
％
と
高
い
水
準
に
あ

り
ま
す
。
 

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
流
れ
の
中

で
、
行
財
政
改
革
を
着
実
に
実
行
し
、
よ

り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
財
政

の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、
自
立
可
能
な

自
治
体
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

市
民
の
目
線
か
ら
、
す
べ
て
の
事
務
事

業
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

か
ら
必
要
と
な
る
福
祉
・
医
療
・
教
育
な

ど
市
民
生
活
に
直
結
し
た
財
源
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

み
ど
り
・
美
濃
焼
を
守
り
、
活
力
あ
る

土
岐
市
を
つ
く
り
「
い
つ
ま
で
も
住
み
続

け
た
い
と
思
う
街
」
に
す
る
た
め
に
、
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
所
在
で
あ
り
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ま
方
の
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
 



5
月
9
日（
水
）に
開
会
さ
れ
た
市

議
会
臨
時
会
で
、
正
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
議
長
に
西
尾
　
久
氏
、
副
議

長
に
布
施
素
子
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
監
査
委
員
に
は
速
水
榮
二
氏
が

選
任
さ
れ
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成

も
変
わ
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
そ
の
ほ
か
副
市
長
に
竹
内
正

俊
氏
を
選
任
す
る
同
意
案
な
ど
、
6
議

案
も
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
臨
時
会
で
議
決
さ
れ
た
議
案
な
ど

は
、
次
の
通
り
で
す
。
 

 ■
人
事
案
件
 

▽
土
岐
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
 

▽
土
岐
市
副
市
長
の
選
任
同
意
 

▽
土
岐
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
同

意
 

■
予
算
関
係
 

▽
平
成
18
年
度
土
岐
市
一
般
会
計
補
正

予
算
 

■
条
例
関
係
 

▽
土
岐
市
税
条
例
の
一
部
改
正
 

▽
土
岐
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改

正
 

■
常
任
・
特
別
委
員
会
な
ど
の
構
成

（
敬
称
略
、
◎
＝
委
員
長
、
○
＝
副
委

員
長
）
 

  ◎
佐
分
利
　
、
　
井
由
美
子
、
石
川
嘉

康
、
柴
田
正
　
、
宮
地
順
造
、
長
江
光

則
、
松
浦
勝
男
、
平
林
信
一
郎
 

  ◎
山
内
房
壽
、
○
杉
浦
司
美
、
小
関
祥

子
、
佐
分
利
　
、
西
尾
　
久
、
布
施
素

子
、
　
井
由
美
子
、
渡
　
　
、
平
林
信

一
郎
 

  ◎
宮
地
順
造
、
○
長
江
光
則
、
塚
本
俊

一
、
石
川
嘉
康
、
速
水
榮
二
、
柴
田
正

　
、
小
栗
恒
雄
、
楓
博
元
、
松
浦
勝
男
 

  ◎
柴
田
正
　
、
○
松
浦
勝
男
、
小
関
祥

子
、
塚
本
俊
一
、
速
水
榮
二
、
布
施
素

子
、
山
内
房
壽
、
長
江
光
則
、
平
林
信

一
郎
 

  ◎
渡
　
　
、
○
楓
博
元
、
石
川
嘉
康
、

佐
分
利
　
、
西
尾
　
久
、
　
井
由
美
子
、

宮
地
順
造
、
小
栗
恒
雄
、
杉
浦
司
美
 

  西
尾
　
久
、
山
内
房
壽
、
宮
地
順
造
 

  西
尾
　
久
 

  宮
地
順
造
 



私たちに届いている水は、味噌川ダム・牧尾ダムから木曽
川へ流れ、中津川市にある落合取水場で取水されます。その後、
中津川浄水場できれいにされて、中津川市・恵那市・瑞浪市を
通り土岐市の受水池に送られます。 
受水池にためられた水は、配水池に送水されそこから水道

管を通って、学校や家庭などに届きます。 

受水池…岐阜県営水道の送水管からの水を
直接受ける水槽で、市内に　5　カ所あります。 
※土岐市は、岐阜県営水道から水道の水を
買っています。 

配水池…受水池から送水を受ける水槽で、
市内に15カ所あります。給水量の時間変動
を調整する機能とともに、非常時にも一定
の時間、所定の水量や水圧を維持できる機
能を持ちます。 







詳
し
く
は
、
水
道
課（
内
線
1
2
 

1
〜
1
2
7
）へ
ど
う
ぞ
。
 



市では、平成18年　3　月に土岐市集中改革プラン（第　4　次土岐市行財政改革大綱）を策定し公表しています。実施期間
は、平成18年度から21年度とし「財政・経営の改革」「行政サービスの改革」「行政組織・職員・給与の改革」「公営
企業・第　3　セクターの改革」の　4　つの主要推進項目を掲げ、行財政改革を進めています。（下表） 
なお、紙面の関係上、すべての内容を掲載することができませんが、次の方法でご覧いただけます。 

（１）各施設での閲覧　①市役所玄関ホール「情報コーナー」　②各支所　③図書館 
（２）土岐市のホームページ　アドレス　http://www.city.toki.lg.jp

詳しくは、総合政策課（内線212 ）へどうぞ。 





         ■
一
般
事
務
職
 

5
人
程
度
（
市
長
部
局
ま
た
は

教
育
委
員
会
な
ど
の
部
課
お
よ
び

そ
れ
ら
の
出
先
機
関
で
行
政
事
務

に
従
事
）
 

■
一
般
事
務
職
（
身
体
障
害
者
）
 

1
人
程
度
（
市
長
部
局
ま
た
は

教
育
委
員
会
な
ど
の
部
課
お
よ
び

そ
れ
ら
の
出
先
機
関
で
行
政
事
務

に
従
事
）
 

■
一
般
技
術
職
 

1
人
程
度
（
市
長
部
局
ま
た
は

出
先
機
関
で
専
門
技
術
的
業
務
に

従
事
）
 

■
保
健
師
 

1
人
程
度
（
市
長
部
局
ま
た
は

出
先
機
関
で
専
門
技
術
的
業
務
に

従
事
）
 

■
保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
）
 

3
人
程
度
（
市
立
保
育
園
ま
た

は
附
属
幼
稚
園
な
ど
に
勤
務
）
 

■
消
防
職
 

8
人
程
度
（
市
内
消
防
署
な
ど

で
消
防
士
と
し
て
勤
務
）
 

■
病
院
事
務
職
 

1
人
（
市
立
総
合
病
院
ま
た
は

老
人
保
健
施
設
で
医
療
事
務
、
医

療
相
談
業
務
な
ど
に
従
事
）
 

  ■
一
般
事
務
職
 

大
学
卒
業
程
度
で
、
昭
和
53
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
日
本

国
籍
を
有
す
る
方
 

■
一
般
事
務
職
（
身
体
障
害
者
）
 

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方
 

▼
高
校
卒
業
以
上
で
、
昭
和
53
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
日

本
国
籍
を
有
す
る
方
 

▼
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
 

▼
自
力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
、
か

つ
、
介
護
者
な
し
に
一
般
事
務

職
と
し
て
の
職
務
の
遂
行
が
可

能
な
方
 

▼
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
と
口

頭
に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で

き
る
方
 

■
一
般
技
術
職
 

大
学
卒
業
程
度
の
土
木
科
ま
た

は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
学
科
を
専

攻
し
た
方
で
、
昭
和
53
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
日
本
国
籍
を

有
す
る
方
 

■
保
健
師
 

昭
和
52
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
資
格
所
有
（
見
込

み
）
者
 

■
保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
）
 

昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
お
よ
び
幼

稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
所
有

（
見
込
み
）
者
 

■
消
防
職
 

大
学
卒
業
程
度
で
、
昭
和
55
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子
 

■
病
院
事
務
職
 

大
学
卒
業
程
度
で
、
昭
和
53
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
日
本

国
籍
を
有
す
る
方
（
病
院
経
営
ま

た
は
医
療
事
務
な
ど
に
意
欲
の
あ

る
方
）
 

※
い
ず
れ
の
職
も
、
地
方
公
務
員

法
第
16
条
の
各
号
（
成
年
被
後
見

人
な
ど
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
 

  
第
1
次
試
験
は
、
7
月
29
日（
日
）

文
化
プ
ラ
ザ
で
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
 

一
般
事
務
職
・
一
般
事
務
職（
身
 

体
障
害
者
）
・
消
防
職
・
病
院
事

務
職
は
、
午
前
9
時
か
ら
教
養
試

験
お
よ
び
適
性
検
査
、
消
防
職
に

あ
っ
て
は
加
え
て
体
力
試
験
、
一

般
技
術
職
・
保
健
師
・
保
育
士
は
、

午
前
11
時
か
ら
専
門
試
験
、
適
性

検
査
、
作
文
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
 

第
1
次
試
験
の
合
格
発
表
は
、

8
月
中
旬
（
予
定
）
に
受
験
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。
 

一
般
事
務
職
・
一
般
事
務
職（
身
 

体
障
害
者
）
・
一
般
技
術
職
・
保

健
師
・
保
育
士
・
消
防
職
の
第
2

次
試
験
は
、
9
月
初
旬
（
予
定
）

に
、
文
化
プ
ラ
ザ
で
面
接
試
験

（
人
物
お
よ
び
常
識
的
知
識
に
つ

い
て
の
口
述
試
験
）、
体
力
試
験

【
一
般
事
務
職
（
身
体
障
害
者
）・

消
防
職
を
除
く
】
、
作
文
試
験

【
一
般
技
術
職
・
保
健
師
・
保
育

士
を
除
く
】
に
保
育
士
に
あ
っ
て

は
加
え
て
実
技
試
験
（
ピ
ア
ノ
）

を
実
施
し
ま
す
。
 

ま
た
、
病
院
事
務
職
の
第
2
次

試
験
は
、
9
月
初
旬
（
予
定
）
に
、

市
立
総
合
病
院
で
面
接
試
験
（
人

物
お
よ
び
常
識
的
知
識
に
つ
い
て

の
口
述
試
験
）、
作
文
試
験
を
実

施
し
ま
す
。
 



最
終
合
格
者
を
決
定
の
上
、
10

月
初
旬
（
予
定
）
に
通
知
し
、
来

年
2
月
上
旬
（
予
定
）
の
健
康
診

断
で
異
常
が
な
け
れ
ば
4
月
1
日

（
予
定
）
で
採
用
を
決
定
し
ま
す
。
 

  ■
一
般
事
務
職
、
一
般
事
務
職

（
身
体
障
害
者
）
、
一
般
技
術
職
、

保
健
師
、
保
育
士
、
消
防
職
、
病

院
事
務
職
 

▽
大
学
卒
＝
17
万
2
0
0
円
 

▽
短
大
卒
＝
15
万
1
千
円
 

▽
高
校
卒
＝
13
万
8
4
0
0
円
 

※
原
則
と
し
て
、
毎
年
1
回
定
期

に
昇
給
し
ま
す
。
ま
た
、
受
験
資

格
よ
り
上
位
の
学
歴
や
民
間
の
職

歴
が
あ
る
場
合
は
、
一
定
基
準
に

よ
り
加
算
さ
れ
ま
す
（
こ
の
数
字

は
現
行
の
額
で
あ
り
、
国
な
ど
の

改
正
に
準
じ
改
正
さ
れ
ま
す
）。
 

  
受
験
申
込
書
（
秘
書
広
報
課
職

員
係
で
交
付
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
6
月
1
日
か
ら
29
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に

同
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  

        ■
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
 

あ
わ
せ
て
30
人
程
度
（
市
立
総

合
病
院
ま
た
は
老
人
保
健
施
設
に

勤
務
）
 

  
昭
和
37
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
資
格
所
有
（
見
込

み
）
者
 

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
各
号

（
成
年
被
後
見
人
な
ど
）
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。
 

  
7
月
20
日（
金
）午
前
8
時
50

分
か
ら
、
市
立
総
合
病
院
で
面
接

試
験
（
人
物
、
常
識
的
知
識
お
よ

び
専
門
知
識
に
つ
い
て
の
口
述
試

験
）、
作
文
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

合
格
者
を
決
定
の
上
、
8
月
上

旬
（
予
定
）
に
通
知
し
、
来
年
2

月
上
旬
（
予
定
）
の
健
康
診
断
で

異
常
が
な
け
れ
ば
、
4
月
1
日
（
予

定
）
で
採
用
を
決
定
し
ま
す
。
 

  ■
助
産
師
 

▽
大
学
卒
＝
20
万
7
5
0
0
円
 

■
看
護
師
 

▽
大
学
卒
＝
20
万
7
5
0
0
円
 

▽
短
大
3
卒
＝
20
万
1
6
0
0
円
 

■
准
看
護
師
 

▽
准
看
護
師
養
成
所
卒
＝
15
万
7
 

1
0
0
円
 

※
原
則
と
し
て
、
毎
年
1
回
定
期

に
昇
給
し
ま
す
（
こ
の
数
字
は
現

行
の
額
で
あ
り
、
国
な
ど
の
改
正

に
準
じ
改
正
さ
れ
ま
す
）。
 

  
受
験
申
込
書
（
市
立
総
合
病
院

総
務
課
で
交
付
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
6
月
1
日
か
ら
7
月

6
日
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま

で
に
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
資
格
所
有
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

い
つ
で
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
立
総
合
病
院

総
務
課（
 
○55　
2
1
1
1
・
内

線
2
8
6
0
）へ
ど
う
ぞ
。
 

詳
し
く
は
、浄
化
セ
ン
タ
ー

（
 
○55　
4
3
1
5
）へ
ど
う
ぞ
。 

下
水
道
は
、
汚
れ
た
水
を
き

れ
い
に
し
て
川
や
海
に
戻
す
と

い
う
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
1
日
に
中
学
校
の
プ
ー
ル

約
25
杯
分
も
の
汚
水
を
き
れ
い

な
水
に
し
て
、
土
岐
川
に
戻
し

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
水
環
境
へ
の
取
り
組

み
を
目
で
見
え
る
形
で
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
平
成
6
年
度
か

ら
下
水
処
理
水
で
の
ホ
タ
ル
の

飼
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
育
て
た
幼
虫
約
８

千
匹
を
せ
せ
ら
ぎ
水
路
な
ど
に

放
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
く

さ
ん
の
ホ
タ
ル
の
羽
化
が
期
待

で
き
ま
す
。
 

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し

て
羽
化
し
た
ホ
タ
ル
が
放
つ
幻

想
的
な
光
を
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
、
「
ホ
タ
ル

観
賞
会
」
を
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
。
 

ご
家
族
、
お
友
達
を
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。
 

  
◆
日
時
 

6
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
 

◆
場
所
 

浄
化
セ
ン
タ
ー
 

※
今
年
よ
り
、
ホ
タ
ル
観
賞
会

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
 

※
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
（
駐
車
場

は
あ
り
ま
す
）。 

詳
し
く
は
、秘
書
広
報
課
職

員
係（
内
線
2
0
7
）へ
ど
う
ぞ
。
 



市
で
は
、
平
成
14
年
度
よ
り
地
籍
調
査

に
着
手
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
昨
年
度
に

土
地
の
境
界
を
確
認
し
て
い
た
だ
い
た
区

域
で
の
地
籍
測
量
お
よ
び
下
石
町
・
妻
木

町
・
駄
知
町
の
一
部
に
お
い
て
土
地
の
境

界
の
確
認
を
し
て
い
た
だ
く
工
程
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
 

  地
籍
調
査
と
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ

き
、
一
筆
ご
と
の
土
地
の
所
有
者
、
地
番
、

地
目
、
境
界
を
調
査
・
測
量
し
、
地
籍
図

お
よ
び
地
籍
簿
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
地
籍
調
査
の
成
果
は
、
県
の
認
証
、

国
の
承
認
を
得
た
後
、
法
務
局
に
送
付
さ

れ
、
登
記
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
 

  現
在
の
法
務
局
に
あ
る
地
図
は
、
明
治

時
代
の
地
租
改
正
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
地

図
（
公
図
ま
た
は
字
絵
図
）
を
基
に
し
た

も
の
が
多
く
、
土
地
の
境
界
が
不
明
確
で

あ
っ
た
り
、
測
量
も
不
正
確
で
あ
っ
た
り

す
る
た
め
、
土
地
境
界
の
実
態
を
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

長
い
年
月
の
間
に
行
わ
れ
た
土
地
の
異
動

（
分
合
筆
、
売
買
、
相
続
）
が
未
登
記
と

な
っ
た
ま
ま
で
、
現
地
と
大
き
く
食
い
違

い
が
生
じ
て
い
る
場
合
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、

地
籍
調
査
を
行
い
、
最
新
の
測
量
技
術
を

駆
使
し
た
精
度
の
高
い
「
地
籍
図
」
お
よ

び
「
地
籍
簿
」
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
 

  
地
籍
調
査
を
行
う
と
、
 

・
土
地
の
境
界
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
 

・
万
一
の
災
害
な
ど
で
土
地
の
形
状
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
元
の
位
置

を
正
確
か
つ
早
期
に
復
元
で
き
ま
す
 

・
面
積
や
境
界
が
は
っ
き
り
す
る
た
め
、

土
地
取
引
が
円
滑
化
で
き
ま
す
 

・
土
地
の
実
態
を
正
確
に
反
映
で
き
る
た

め
、
適
正
な
課
税
が
さ
れ
ま
す
 

・
公
共
工
事
や
ま
ち
づ
く
り
が
円
滑
化
で

き
ま
す
 

な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
 

◇
 

こ
の
事
業
で
は
、
現
地
で
境
界
の
確
認

（
立
ち
会
い
）
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
直
接
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

土
地
の
境
界
を
確
認
す
る
地
区
で
は
、

順
次
地
元
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
地
籍
調
査
推
進
室
（
内

線
5
0
5
）
へ
ど
う
ぞ
。
 



「岐阜県に迫る地震とその対策」より 

駿
河
湾
か
ら
四
国
沖
に
か
け
て
の
海
域

に
は
、
日
本
列
島
の
南
側
に
あ
る
プ
レ
ー

ト
が
日
本
列
島
を
乗
せ
た
プ
レ
ー
ト
の
下

に
潜
り
込
ん
で
い
る
南
海
ト
ラ
フ
が
あ
り
、

ほ
ぼ
1
0
0
年
〜
1
5
0
年
の
間
隔
で
大

規
模
地
震
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
東
海
地
震
の
震
源
と
考
え
ら
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
の
北
端
に
あ
る
駿
河
ト
ラ
フ

で
は
、
1
8
5
4
年
の
安
政
東
海
地
震

（
M
8
・
4
）以
来
東
海
地
震
が
発
生
し
て

お
ら
ず
、
前
回
の
発
生
か
ら
既
に
1
5
0

年
が
経
過
し
て

お
り
、
ひ
ず
み

が
相
当
蓄
積
さ

れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
東
海
地

震
が
い
つ
起
き

て
も
お
か
し
く

な
い
と
い
わ
れ

る
理
由
で
す
。
 

さ
ら
に
過
去

の
例
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、

東
海
地
震
は
東

南
海
・
南
海
地
震
と
同
時
ま
た
は
連
続
し

て
発
生
し
て
お
り
、
次
の
東
海
地
震
発
生

の
際
に
も
同
時
発
生
の
可
能
性
が
高
い
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
仮
に
東
海
・
東
南

海
地
震
が
同
時
発
生
し
た
場
合
に
は
、
土

岐
市
で
も
震
度
5
強
か
ら
６
弱
の
か
な
り

強
い
揺
れ
が
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

必
ず
来
る
と
分
か
っ
て
い
る
大
規
模
地

震
に
備
え
る
こ
と
は
あ
な
た
の
命
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 



平
成
13
年
度
か
ら
、
毎
年
6
月
23
日
〜

29
日
ま
で
の
1
週
間
は
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
の

標
語
は
、
平
成
19
年
度
の
標
語
で
、
秋
田

県
の
男
性
が
応
募
さ
れ
、
全
国
1
9
1
3

点
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
と
し
て
選
ば
れ
た

作
品
で
す
。
 

こ
の
期
間
に
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
に
向
け
て
の
全
国
会
議
」
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
利
用
し
て
の
広
報
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
週
間
の
趣

旨
は
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
つ
つ
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
の
か
か
わ
り
な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

に
向
け
、
男
女
共
同
参
画
基
本

法
の
目
的
お
よ
び
基
本
理
念
に

関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

一
言
に
男
女
共
同
参
画
と
い

っ
て
も
す
そ
野
は
大
変
広
く
、

少
子
化
問
題
・
Ｄ
Ｖ
問
題
・
女

性
の
就
業
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

男
女
共
同
参
画
の
言
葉
の
浸
透
は
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
が
、
各
分
野
で
改
善
は

見
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
 

2
0
0
6
年
度
岐
阜
県
内
の
児
童
虐
待
相

談
件
数
は
、
統
計
を
取
り
始
め
た
1
9
9
 

0
年
以
降
最
高
の
4
7
9
件
（
内
育
児
放

棄
1
9
0
件
）
で
、
こ
の
5
年
間
で
倍
に

増
え
ま
し
た
。
（
1
9
0
件
の
中
に
は
軽

微
な
も
の
か
ら
重
度
の
ケ
ー
ス
ま
で
あ
り

ま
す
。
）
 

ま
た
、
県
内
で
育
児
休
業
制
度
（
原
則
 

1
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
男
女
の

労
働
者
が
対
象
）
を
利
用
し
た
割
合
は
、

女
性
が
71
・
7
％
、
男
性
が
2
・
8
％
で

し
た
。
 

数
字
で
表
し
て
し
ま
う
と
そ
れ
ま
で
で

す
が
、
少
し
気
に
し
な
が
ら
こ
の
1
週
間

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 



肥
田
中
学
校
で
は
、
今
年
度
「
３
つ
の

わ
」
を
合
言
葉
に
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
 

 
毎
月
第
３
月
曜

日
に
「
太
陽
の
日
」

と
し
て
、
通
学
路

清
掃
を
行
っ
て
い

ま
す
。
全
校
生
徒

が
登
校
中
に
、
吸

い
殻
や
空
き
缶
な

ど
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

10
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
４

月
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
 

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
は
、
学

年
を
縦
割
り
に
し
て
、
１
年
生
か
ら
３
年

生
ま
で
が
入
っ
た
班
を
つ
く
り
、
福
祉
や

環
境
保
護
に
か
か
わ
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
肥
田
幼
稚

園
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
へ
出

掛
け
、
地
域
の
人

と
人
と
の
か
か
わ

り
（
和
）
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
 

 
肥
田
中
学
校
の
大
き
な
行
事
に
体
育
大

会
と
合
唱
祭
が
あ
り
ま
す
。
体
育
大
会
で
は
、

団
演
技
が
あ
り
ま
す
。
団
の
リ
ー
ダ
ー
が

話
し
合
っ
て
、
振
り
付
け
づ
く
り
や
踊
り

の
指
導
ま
で
行
い
、

団
演
技
を
つ
く
り

上
げ
ま
す
。
ま
た
、

校
内
合
唱
祭
で
は
、

合
唱
曲
の
選
定
や

司
会
進
行
な
ど
を
、

生
徒
会
執
行
部
と
歌
声
委
員
会
の
話
し
合

い
の
も
と
、
進
め
ま
す
。
 

昨
年
度
か
ら
、
「
い
じ
め
問
題
」
に
つ

い
て
も
、
生
徒
会
執

行
部
を
中
心
に
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。
「
い

じ
め
撲
滅
宣
言
」
を

出
し
て
、
生
徒
会
自
ら
、

い
じ
め
を
な
く
そ
う

と
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
 

 
学
校
の
教
育
活
動
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
公
民
館
や
郵
便
局
な
ど
の
場
所
に

学
校
報
を
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
火
・
金
曜
日
に
、
生
徒
の

下
校
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
さ
ん
の
町
内
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

肥
田
中
学
校
で

は
「
和
・
話
・
輪
」

こ
れ
ら
３
つ
の
活

動
を
大
切
に
し
て

教
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
 





 
乳幼児の保護者 
 
 

市民  
 
 

　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者  
 
 
　3　歳児健診を受けられ
たお子さんと保護者 
 
 
市民 
 
 
不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方 
 
 
 

平成18年　6　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん  
 
 
 

40歳以上の女性 
（市での検診は、　2　年
に　1　回です。昨年受診
された方は、今年は対
象ではありません） 

 
　6　月22日（金） 
 
 

　6　月25日（月）  
 
 
 
　6　月28日（木） 
 
 
 

　7　月　5　日（木）  
 
 
　6　月29日（金） 
 
 
 
　6　月26日（火） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下表参照（※1） 

 
午前10時～11時30分 
 
 
午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時 
 
 
 
午後　1　時～　3　時30分 
 
 
 

午前10時～午後　1　時 
 
 
 午後　1　時15分～　2　時 
 
 
 
午後　1　時～　2　時30分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午前　8　時40分～11時 
 
午後　1　時～　3　時30分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東濃保健所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保健センター 

 
 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
 
 

定員：20人 
もぐもぐ教室は、先着10人
まで託児可能。 
 
開催日の　2　日前までにお申
し込みください。  
 

血圧測定 
尿検査など  

要予約 
東濃保健所（　○23　1111・内
線362）または、保健セン
ター  
 
 
 
 
 
 
 
 

問診、医師による視診・触
診、両側乳房エックス線撮影 
要予約 
定員：午前・午後各50人 
料金：1,000円 
結果は、後日保健センター
から郵送します。 

１．麻しんまたは、風しんのいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受け
たことがないお子さんは、　6　月15日（金）までに保健センターへお申し込みください。 
※接種は、　7　月からですが、　6　月25日（月）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時
を予約してください。 
２．麻しんまたは、風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方
の予防接種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健セン
ターへお問い合わせください。 

母子保健推進員は、家庭と保健センターのパイプ役として、お母さんとお子さんの健康についての相談役
として活動しています。赤ちゃんが生まれたら、電話や家庭に伺って、乳幼児健診の案内などをさせていた
だきますので、心配なことがあれば、気軽に相談してください。 
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市では、介護保険サービスの利用者
負担の軽減を図るため、介護保険施設
に入所している方およびショートステ
イを利用した方の居住費、食費の自己
負担額を軽減しています。 
下記の条件を満たす方は、福祉課へ

申請して「介護保険負担額限度額認定
証」の交付を受け、サービス事業者に
提示してください。 
◆条件　　市民税世帯非課税（利用者
本人および家族全員が市民税非課税）
の方　　老齢福祉年金を受けている方
　生活保護世帯の方 
詳しくは、福祉課介護保険係へどう

ぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　7　月　6　日（金）午前10時～午後
　4　時 
◆場所　文化プラザ 
◆対象　18歳以上の方 
◆定員　　4　人（先着順）※事前に予約
が必要 
◆内容　療育手帳の新規申請・更新 
◆主催　岐阜県知的障害者更生相談所 
申し込みなど詳しくは、福祉課へ。 
 
 
 
 
外国人の方は、就労が認められた専

門的・技術的分野の職業など以外では
働くことはできません（ただし、日系
人などの方は、いわゆる単純労働が可
能です）。外国人労働者にも労働関係
法令が適用されます。 
外国人労働者の適正な雇用の推進お

よび不法就労の防止について、事業主
をはじめ皆さんのご理解とご協力をお
願いします。 
詳しくは、岐阜労働局職業対策課

（　058-263-5563）または、最寄りの
ハローワークへどうぞ。 

危険物の保安に対する意識の高揚と
啓発を推進するため、毎年　6　月の第　2　
週は危険物安全週間とされています。
危険物はひとたび取り扱いを誤ると、
多くの生命と財産を一瞬で奪ってしま
う恐れがあります。危険物の貯蔵、取
り扱いには、十分注意してください。 
◆標語　「危険物　目指せ無事故の　
ＭＶＰ」 
詳しくは、市消防本部へどうぞ。 
 
 
 
 
大和絵のほかに、戦後の混乱の中で

描いた桃山陶のスケッチや自ら制作し
た茶わんなどから林雲鳳の芸域を紹介
します。 
◆会期　　7　月29日（日）まで 
◆場所　岐阜県陶磁資料館 
◆入館料　　大人300円　　大学・高
校生200円　　中学生以下無料 
※15人以上の団体は、　2　割引 
◆会期中の休館日　毎週月曜日（　7　月
16日は除く）、　7　月17日（火）・18日（水） 
◆開館時間　午前　9　時30分～午後　5　時
（入館は、午後　4　時30分まで） 
詳しくは、（財）岐阜県陶磁資料館へ。 
 
 
 
 
男女雇用機会均等法は、職場に働く

人が性別により差別されることなく、
また、働く女性にあっては母性を尊重
されつつ、その能力を十分発揮するこ
とができる雇用環境を整備するための
法律です。 
性別を理由とする異なる取り扱い、

妊娠などを理由とする不利益な取り扱
い、セクシュアルハラスメントの防止
対策など、男女雇用均等法について、
気軽に相談してください。 
詳しくは、岐阜労働局雇用均等室

（　058-263-1220）へどうぞ。 

国土交通省では、今後の道路整備の
姿を示す中期計画を作成するため、今
後の道路政策についてアンケート調査
を実施しています。皆さんのご意見を
お待ちしています。 
◆期間　　7　月31日（火）まで 
◆内容　　今後の道路政策における効
率化のポイントについて　　今後取り
組む道路政策の優先度について　　道
路政策全般について 
詳しくは、国土交通省道路局中期計
画作成担当（　03-5253-8111・内線
37384）または、監理用地課へどうぞ。 
 
 
 
 
普段の生活の中で、食品の表示に対
して感じた「？」にお答えします。 
「？」を感じたら、気軽に連絡して
ください。 
詳しくは、東海農政局岐阜農政事務
所地域第三課（　0573-68-3838）へど
うぞ。 
 
 
 
 
不幸にして一家の働き手（父・母）が、
自動車事故で亡くなったり、重度の後
遺障害が残った場合に、一定の要件に
該当するご家庭の赤ちゃんから中学生
までのお子さんを対象に、無利子で育
成資金をお貸しします。 
◆貸付金　　一時金＝155,000円　　月
額＝20,000円　　小・中学校入学時支
度金＝44,000円 
◆返還方法　中学校卒業後、　1　年を経
過してから20年以内に返還（割賦返済）。
ただし、高校や大学などへの進学者は、
在学期間中の返還が猶予され、卒業後
　6　カ月を経過してから返還を開始。 
申し込みなど詳しくは、独立行政法
人自動車事故対策機構岐阜支所（　 
058-263-5128）へどうぞ。 

 



◆募集期間　　6　月　8　日（金）～15日（金） 
◆資格　現在、住宅に困っている方で
次の条件を満たす方　　市内に居住ま
たは、勤務している方　　現に同居し
または、同居しようとする親族がある
こと（入居予定日から　3　カ月以内に結
婚し、同居する方を含む）。ただし、
一定の要件に該当し、常時の介護を必
要としない方は単身での申し込み可
（今回は、若宮に限る）　　入居者全
員の所得（控除後）の合計が一定の基
準以内で、市税を完納していること 
◆その他　　入居日は、　7　月下旬ごろ
を予定　　入居者全員の所得が分かる
平成19年度所得課税証明書（　6　月　8　日
から税務課で交付）が必要です。 
詳しくは、建築住宅課へどうぞ。 

木造住宅の所有者の方が、岐阜県木
造住宅耐震診断士による耐震診断を受
ける場合や、その診断結果が基準以下
であって、耐震補強工事を行う場合は、
その費用の一部を助成する制度があり
ます。助成をご希望の方は、建築住宅
課に備え付けの申請書に必要事項を記
入の上、所定の添付書類を添えて申請
してください。 
●耐震診断 

◆対象住宅要件　在来の軸組み工法・
枠組み壁工法（　2　×　4　工法など）によ
る建物で、床面積の　1　／　2　以上が居住
用であること 
◆助成金額　診断費用の　2　／　3　以内の
額で上限　2　万円まで 
●補強工事 

◆対象工事要件　耐震診断の結果が基
準以下で、昭和56年　5　月31日以前に着
工された　2　階建て以下の建物を基準以
上に補強する工事であること 
◆助成金額　工事費の　7　／10以内の額
で上限84万円まで 
◆募集件数　耐震診断10件、補強工事
　5　件（いずれも先着順） 
◆締め切り　11月30日（金） 
詳しくは、建築住宅課へどうぞ。 
 
 
 
 
古瀬戸の生産状況の変遷を瀬戸・美
濃の窯跡から出土した資料を用いて紹
介します。 
◆会期　　7　月16日（月・祝）まで 
◆場所　美濃陶磁歴史館 
◆入館料　 　大人200円　　大学・高
校生100円　　中学生以下無料 
※20人以上の団体は、割引制度有り 
◆会期中の休館日　毎週月曜日（　7　月
16日は除く） 
◆開館時間　午前10時～午後　4　時30分 
詳しくは、美濃陶磁歴史館へどうぞ。 

 
プールの温泉水の入れ替えおよび、地下タンク・配管などの清掃のため、

臨時休館いたします。ご理解とご協力をお願いします。 
詳しくは、バーデンパークＳＯＧＩ（　○52　1126）または、保健センター（　
○55　2010）へどうぞ。 

心肺蘇生法やＡＥ
Ｄ（自動体外式除細
動器）の使用方法を
中心とした普通救命
講習会を開催します。 
◆日時　　7　月　1　日（日）午前　8　時45分～
正午 
◆場所　北防災センター（北消防署） 
◆定員　30人程度（先着順） 
◆内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法と
応急手当方法の習得 
◆参加費　無料 
◆申し込み　　6　月24日（日）までに、電
話または、ＦＡＸ（○53　0321）で、北
消防署救急係へお申し込みください。 
詳しくは、北消防署救急係へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　　7　月　1　日（日）午前　9　時～ 
◆場所　駄知体育館 
◆部門　　トリムの部（18歳以上の男
女・　3　人以上）　　レディースの部（18
歳以上の女性・　5　人以上） 
◆参加資格　市内在住・在勤の方 
◆参加料　　1　チーム　2,000円（保険料
含む） 
◆申し込み　スポーツ振興課または、
最寄りの公民館に備え付けの参加申込
書に必要事項を記入の上、　6　月15日（金）
までに、市バレーボール協会・桑原誠
さん（〒509-5122　土岐津町土岐口
892-3）へ郵送してください。 
詳しくは、同協会・桑原さん（　
○54　3232）へどうぞ。 






